
JP 5593343 B2 2014.9.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後に対向配置した少なくとも一方に車輪を設けた束柱の夫々に前後一対の舞台板の基
端を俯仰自在に枢着すると共に、舞台板を屈伸可能に連結することにより、舞台板を水平
に伸展させることで舞台に変形させ、伸展状態の舞台板をその連結部で屈曲して二つ折り
の舞台板を裏合せに折り立て変形させる様にした折り立て収納式舞台であって、束柱にお
いて舞台板の基端枢軸より下方には、舞台板の折り立て状態で無負荷状態の圧縮コイルバ
ネを外嵌すると共に、該圧縮コイルバネの一端を当止め支持するバネ受けを基端側に設け
たバネ支持杆の基端を舞台板の俯仰方向に揺動自在に枢着し、無負荷状態の前記圧縮コイ
ルバネの他端に当接してバネ支持杆の先端側を遊嵌するバネ押えを舞台板の適所に固定し
たことを特徴とする折り立て収納式舞台。
【請求項２】
　圧縮コイルバネは、バネ定数の異なる２本の圧縮コイルバネを直列に連接して成ること
を特徴とする請求項１記載の折り立て収納式舞台。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、折り立て収納できる舞台に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来から体育館や各種ホール等で設置される舞台としては、不使用時に場所の有効利用
を図るため折り立て変形して収納できるものが見受けられる。
　この折り立て収納式舞台は、舞台板を二分した中央連結部における昇降脚材及び両端の
設置脚材によって舞台板の水平状態を支持し、昇降脚材を上昇させて舞台板を折り立てる
構成であり、舞台板が重いことからこれの折り立て変形に相当な力を要して扱い難いもの
であった。
　このためこの様な舞台では、ウインチ装置を用いて昇降脚材を上昇させて舞台板を折り
立て変形させていた（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第２５１５９７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ウインチ装置を用いると、設備費が高くなると共に、その保守も必要と
なって維持が面倒で手間を要する課題を有していた。
　そこで、本発明は、ウインチ装置を用いることなく、簡単な構成で安価に設備でき、軽
い力で舞台を円滑に折り立て変形させることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題に鑑み、本発明の折り立て収納式舞台は、前後に対向配置した少なくとも一方
に車輪を設けた束柱の夫々に前後一対の舞台板の基端を俯仰自在に枢着すると共に、舞台
板を屈伸可能に連結することにより、舞台板を水平に伸展させることで舞台に変形させ、
伸展状態の舞台板をその連結部で屈曲して二つ折りの舞台板を裏合せに折り立て変形させ
る様にしたものであって、束柱において舞台板の基端枢軸より下方には、舞台板の折り立
て状態で無負荷状態の圧縮コイルバネを外嵌すると共に、該圧縮コイルバネの一端を当止
め支持するバネ受けを基端側に設けたバネ支持杆の基端を舞台板の俯仰方向に揺動自在に
枢着し、無負荷状態の前記圧縮コイルバネの他端に当接してバネ支持杆の先端側を遊嵌す
るバネ押えを舞台板の適所に固定したことを特徴とする。
　又、圧縮コイルバネは、バネ定数の異なる２本の圧縮コイルバネを直列に連接して成る
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　要するに本発明は、折り立て収納式舞台の束柱において、舞台板の基端枢軸より下方に
は、舞台板の折り立て状態で無負荷状態の圧縮コイルバネを外嵌すると共に、該圧縮コイ
ルバネの一端を当止め支持するバネ受けを基端側に設けたバネ支持杆の基端を舞台板の俯
仰方向に揺動自在に枢着し、無負荷状態の前記圧縮コイルバネの他端に当接してバネ支持
杆の先端側を遊嵌するバネ押えを舞台板の適所に固定したので、舞台板とバネ支持杆は俯
仰（揺動）方向が同じであるが、夫々の回転中心を異にし、バネ支持杆はその先端側が舞
台板に固定されたバネ押えを進退自在に挿通して舞台板の俯仰に追従するため、折り立て
状態の舞台板を傾倒させると、バネ押えに対するバネ支持杆の先端側の貫通突出長が徐々
に長くなり、従ってバネ押えとバネ受け間の間隔が狭まって舞台板の折り立て状態で無負
荷状態で自由高さの圧縮コイルバネは徐々に圧縮され、舞台板は進展状態となって舞台が
構成される。
　これにより、舞台板の折り立て変形時には、上記進展時に圧縮状態にある圧縮コイルバ
ネを舞台板の折り立て方向へ付勢させられ、かかる圧縮コイルバネの付勢力によって重い
舞台板の折り立て方向に持ち上げようとする力を助勢し、軽い力で舞台を円滑に折り立て
変形させることができる。
　又、舞台板を進展させる場合には、圧縮コイルバネの付勢力に抗してこれを徐々に圧縮
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させるため、舞台板が急激に進展して舞台設置面に衝撃を生じさせることなく、安全に舞
台に変形させることができる。
　よって、本発明によれば、従来の様にウインチ装置を用いることなく、軽い力で舞台を
円滑に折り立て変形させられ、しかも上記の様に簡単な構成であるため安価に設備できる
。
【０００７】
　圧縮コイルバネは、バネ定数の異なる２本の圧縮コイルバネを直列に連接して成るので
、折り立て状態の舞台板を傾倒させた場合、各圧縮コイルバネに同様の負荷が作用し、そ
の負荷が小さい傾倒当初は圧縮コイルバネの２本のバネ定数は小さく、１本だけのときよ
りも縮みの割合が大きくなるため、同じ負荷しか作用させなくてもしなやかに舞台板を傾
倒させられる。
　そして、舞台板の勾配が緩やかになり負荷が極めて大きくなり、バネ定数の小さい圧縮
コイルバネが縮まなくなると、全体のバネ定数はバネ定数の大きい圧縮コイルバネと同じ
になって大きくなり、その縮みの割合が小さくなる。
　この様に、負荷の大きさに応じてバネ定数を変化させられ、傾倒当初は比較的スムーズ
に傾倒させられ、その勾配が水平に近づくと、揺動が緩やかとなり、舞台板を良好に傾倒
操作できる。
　又、伸展状態の舞台板を折り立てる場合、圧縮された２本の圧縮コイルバネは、上記と
逆の手順で伸びるので、折り立て当初は、バネ定数の大きい圧縮コイルバネのみによる大
きい付勢力で伸びの小さいゆっくりな動作で舞台板の傾斜を助勢でき、その勾配が増すと
、２本の圧縮コイルバネが伸びるため、比較的スムーズに舞台板を直立させられ、舞台板
を良好に折り立て操作できる等その実用的効果甚だ大である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】折り立て収納式舞台の側面図である。
【図２】舞台板を省略した一部破断平面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ断面図である。
【図４】図２のＢ－Ｂ断面図である。
【図５】図２のＣ－Ｃ断面図である。
【図６】図３のＤ－Ｄ断面図である。
【図７】図４のＥ－Ｅ断面図である。
【図８】図５のＦ－Ｆ断面図である。
【図９】開閉器の動作説明図である。
【図１０】変形中の舞台の側面図である。
【図１１】折り立て収納状態を示す舞台の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下本発明の実施の一形態例を図面に基づいて説明する。
　本発明に係る折り立て収納式舞台１は、前後に対向配置した少なくとも一方に車輪3bを
設けた束柱２、３の夫々に前後一対の舞台板４、５の基端を俯仰自在に枢着すると共に、
舞台板４、５を屈伸可能に連結することにより、舞台板４、５を水平に伸展させることで
舞台に変形させ、伸展状態の舞台板４、５をその連結部６で屈曲して二つ折りの舞台板４
、５を裏合せに折り立て変形させる様に構成されている。
【００１０】
　本実施例では、前方の束柱２（以下、前方束柱２とも称する。）は、舞台設置室Ｒの前
壁Ｗ近傍の床面Ｆにアンカーボルトにて固定されており、後方の束柱３（以下、後方束柱
３とも称する。）にのみ車輪3bが備えられているが、前方束柱２も後方束柱３と同様に車
輪を備えても良い。
　図２に示す様に、束柱２、３は、横手方向に所定間隔を置いて６本を起立配置し、前後
で対応する束柱２、３は左右方向で食い違い配置し、図３、５にも示す様に、隣接する前
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方束柱２同士及び後方束柱３同士は、その上中下段が縛貫７、7a、7bで連結されている。
【００１１】
　又、束柱２、３の中間にして、後方束柱３の真正面には中間束柱８を６本起立配置して
おり、隣接する中間束柱８同士は、その上下段が縛貫９、9aで連結されている（図２、４
参照）。
　そして、前方束柱２の下段縛貫7bと中間束柱８の下段縛貫9a、及び後方束柱３の下段縛
貫7bと中間束柱８の下段縛貫9aとは、所定間隔置きに夫々が４本の連接杆10にて枢着連結
されている。
【００１２】
　舞台板４、５は、横幅が同長で横長矩形状の床板11、12（図２では説明の便宜上二点鎖
線で示す。）と、該床板11、12裏面の前後方向に所定間隔置きに複数平行配置した根太13
（図２では説明の便宜上省略）と、該根太13に直交して横手方向に所定間隔置きに６本平
行配置した大引14、15とからなる。
【００１３】
　尚、図示例では、前方の床板11は、後方の床板12より前後方向に短く設定されているが
、両者11、12の前後（縦）長は同一でも良い。
　根太13は、床板11、12と大引14、15の間に介装固定され、床板11下部の根太13の全長は
左右側端の束柱２の間隔と同一長に設定され、床板12下部の根太13の全長は左右側端の束
柱３の間隔と同一長に設定されている。
【００１４】
　大引14、15はこれが水平状態から垂直状態へと、又はその逆に回動する様に各基端を束
柱２、３の上部に俯仰自在に枢着されており、大引14、15の水平状態では、束柱２、３の
内向面2a、3aの上部に対し直角に突出し、垂直状態で束柱２、３上端面上に直立する様に
成している（図２、３、５、６、８参照）。
　そして、大引14はその先端が中間束柱８間の上段縛貫９における前方束柱２との対向面
に水平突設したブラケット16に枢着連結されている（図２、４、７参照）。
【００１５】
　又、大引15はその先端側が左右二股に形成された中間束柱８上端を挿通し、該上端に枢
着されている。
　ここに大引14、15を枢着しているブラケット16、中間束柱８上端と、これらを一体連結
してなる縛貫９とが上記した舞台板４、５の連結部６となる。
【００１６】
　各束柱２、３における舞台板４、５（大引14、15）の基端枢軸より下方には、舞台板４
、５の折り立て状態で無負荷状態の圧縮コイルバネ17を外嵌すると共に、該圧縮コイルバ
ネ17の一端を当止め支持するバネ受け18を基端側に設けたバネ支持杆19の基端を舞台板４
、５の俯仰方向に揺動自在に枢着し、無負荷状態の圧縮コイルバネ17の他端に当接してバ
ネ支持杆19の先端側を遊嵌するバネ押え20を舞台板４、５の適所（図示例では大引14、15
裏面）に固定して成る開閉器21を設けている。
【００１７】
　圧縮コイルバネ17は、内外径は同径だが、バネ定数の異なる２本の圧縮コイルバネ17ａ
、17ｂを直列に連接して成り、図示例では、バネ支持杆19の先端側に配した圧縮コイルバ
ネ17ａが基端側に配した圧縮コイルバネ17ｂより短く、バネ定数を圧縮コイルバネ17ｂの
２倍に設定しているが、各圧縮コイルバネ17ａ、17ｂの長さ及びバネ定数は適宜に設定さ
れる。
　尚、開閉器21は、束柱２と大引14、及び束柱３と大引15に同一のものが取付けられてお
り、図９には代表して束柱３と大引15に取付けたものを表しており、図９に示す圧縮コイ
ルバネ17ａ、17ｂは一見して区別できる様に夫々の断面を２種のハッチングで表している
。
【００１８】
　バネ支持杆19は、無負荷状態の圧縮コイルバネ17ａ、17ｂの直列長さよりも長い螺子棒
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から成り、その基端を束柱２、３において、大引14、15の基端枢軸より下方の内向面2a、
3aに水平突設したブラケット22に枢着している。
　又、バネ支持杆19の基端には２個のナット23、23ａを螺着すると共に、バネ支持杆19の
先端側のナット23には、バネ支持杆19を挿通し、且つ外径が圧縮コイルバネ17ｂの内径よ
り大きい円板状のバネ受け18を当接している。
【００１９】
　尚、バネ支持杆19上のナット23、23ａの移動にてバネ受け18とバネ押え20との間隔を調
整でき、これにより圧縮コイルバネ17ａ、17ｂの付勢力を調整可能と成している。
　そして、バネ支持杆19には最長の圧縮コイルバネ17ｂよりも長く、圧縮コイルバネ17ａ
、17ｂの最小に圧縮した時の直列長さよりも短く、内径がバネ支持杆19より大径で、圧縮
コイルバネ17ａ、17ｂの内径よりも小径なスリーブ24をバネ支持杆19に挿通し、圧縮コイ
ルバネ17ａ、17ｂの伸縮時に各コイル部がバネ支持杆19のネジ山に引っ掛からない様にし
ている。
【００２０】
　バネ押え20は大引14、15裏面に束柱２、３の内向面2a、3aに対向する様に垂設した圧縮
コイルバネ17ａ、17ｂの外径より大きい方形板であり、該方形板の中心にはバネ支持杆19
より大径なバネ支持杆19の挿通孔20ａを貫設している。
【００２１】
　上記の様に構成された折り立て収納式舞台１にあっては、舞台板４、５とバネ支持杆19
は俯仰（揺動）方向が同じであるが、夫々の回転中心を異にし、バネ支持杆19はその先端
側が舞台板４、５の大引14、15の夫々に固定されたバネ押え20の挿通孔20ａを通じて進退
可能なため舞台板４、５の俯仰に追従する。
【００２２】
　このため、図11に示す折り立て状態の舞台板４、５を傾倒させると、バネ押え20に対す
るバネ支持杆19の先端側の貫通突出長が徐々に長くなり、従ってバネ押え20とバネ受け18
間の間隔が狭まって舞台板４、５の折り立て状態で無負荷状態で自由高さの圧縮コイルバ
ネ17は徐々に圧縮されることで負荷が付与され、舞台板４、５は進展状態となって舞台が
構成される。
【００２３】
　又、舞台板４、５の傾倒中では、圧縮コイルバネ17ａ、17ｂのどちらにも同様の負荷が
作用し、その負荷が小さい傾倒当初は圧縮コイルバネ17ａ、17ｂの２本のバネ定数は小さ
く、１本だけのときよりも縮みの割合が大きくなるため、同じ負荷しか作用させなくても
しなやかに舞台板４、５を傾倒させられる（図９、10参照）。
　そして、舞台板４、５の勾配が緩やかになり負荷が極めて大きくなり、バネ定数の小さ
い圧縮コイルバネ17ｂが縮まなくなると、全体のバネ定数はバネ定数の大きい圧縮コイル
バネ17ａと同じになり大きくなり、その縮みの割合が小さくなる。
【００２４】
　この様に、負荷の大きさに応じてバネ定数を変化させられ、傾倒当初は比較的スムーズ
に傾倒させられ、その勾配が水平に近づくと、圧縮コイルバネ17の付勢力に抗してこれを
徐々に圧縮させるため、舞台板４、５が急激に進展して床面Ｆに衝撃を生じさせることな
く、揺動が緩やかとなり、舞台板４、５を良好に傾倒操作でき、安全に舞台に変形させら
れる。
【００２５】
　そして、伸展状態の舞台板４、５の折り立て変形時には、圧縮状態にある圧縮コイルバ
ネ17を舞台板４、５の折り立て方向へ付勢させられ、かかる圧縮コイルバネ17の付勢力に
よって重い舞台板４、５の折り立て方向に持ち上げようとする力を助勢し、軽い力で舞台
を円滑に折り立て変形させられる。
【００２６】
　この時、圧縮された２本の圧縮コイルバネ17ａ、17ｂは、上記と逆の手順で伸びるので
、折り立て当初は、バネ定数の大きい圧縮コイルバネ17ａのみによる大きい付勢力で伸び
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の小さいゆっくりな動作で舞台板４、５の傾斜を助勢でき、その勾配が増すと、２本の圧
縮コイルバネ17ａ、17ｂが伸びるため、比較的スムーズに舞台板４、５を直立させられ、
舞台板４、５を良好に折り立て操作できる。
【符号の説明】
【００２７】
　２　　束柱
　３　　束柱
　3b　　車輪
　４　　舞台板
　５　　舞台板
　６　　連結部
　17　　圧縮コイルバネ
　17ａ　圧縮コイルバネ
　17ｂ　圧縮コイルバネ
　18　　バネ受け
　19　　バネ支持杆
　20　　バネ押え

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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